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議
会
基
本

条
例
と
は
…

【
活
動
服
・
そ
の
他
】

議員

河
川
の
氾
濫
時
の
活
動
の
た
め
、

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
は
配
付
さ
れ

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
活
動
服
も
新
基

準
に
随
時
更
新
し
て
い
く
よ
う
だ
が
。

団体

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
は
全
団
員
に

配
付
さ
れ
て
い
る
。
活
動
服
の
件

は
ま
だ
聞
い
て
い
な
い
。

団体

消
防
団
の
活
動
を
市
報
で
ア
ピ
ー

ル
し
て
ほ
し
い
。

議員

議
会
か
ら
も
市
の
広
報
担
当
課
に

伝
え
る
。

【
入
団
者
不
足
】

団体

45
歳
ま
で
と
い
う
新
入
団
者
の
年

齢
制
限
等
は
変
え
る
べ
き
で
は
な

い
か
。
定
年
退
職
者
や
市
内
在
勤
者
、

女
性
の
入
団
の
検
討
も
必
要
で
は
。

議員

消
防
団
の
意
見
と
し
て
、
一
度
消

防
本
部
と
協
議
を
し
て
ほ
し
い
。

団体

入
団
者
の
年
齢
制
限
は
改
正
で
き

る
と
思
う
。

議員

消
防
団
と
消
防
本
部
、
そ
し
て
議

案
を
提
出
す
る
市
長
と
の
連
携
が

必
要
で
あ
る
。

【
津
波
へ
の
対
応
】

団体

防
潮
堤
が
建
設
さ
れ
て
い
る
が
、

果
た
し
て
効
果
は
あ
る
の
か
。
水

門
は
閉
ま
る
の
か
。

議員

国
や
県
か
ら
は
大
丈
夫
と
の
説
明

を
受
け
て
い
る
。
水
門
は
遠
隔
で

操
作
さ
れ
る
。

団体

津
波
の
被
災
地
へ
行
っ
て
団
員
の

生
の
声
を
聞
き
た
い
。

議員

ま
ず
は
消
防
本
部
へ
相
談
願
う
。

関
係
す
る
予
算
案
が
提
出
さ
れ
れ

ば
、
そ
れ
を
議
会
で
審
議
す
る
。

み
な
さ
ま
の“
声
”を
生
か
し
ま
す
！

市
内
団
体
と
の

意
見
交
換
会

議
会
で
は
、
議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
市
民
の
皆
様
の
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見

な
ど
を
お
聴
き
し
て
市
政
運
営
に
生
か
す
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
３
つ
の
常
任
委
員
会
に
分
か
れ
て
、
市
内
団
体
の
方
々
と
意
見
交
換

会
を
行
い
ま
し
た
。

地
方
分
権
の
時
代
に
、
市
民
自

治
を
進
め
て
議
会
の
機
能
を
こ
れ

ま
で
以
上
に
強
化
し
て
い
く
た
め

に
定
め
た
条
例
で
す
。
議
会
・
議

員
の
役
割
、
市
民
と
議
会
と
市
長

（
執
行
機
関
）
の
関
係
等
を
市
民

に
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
議

会
の
あ
る
べ
き
姿
な
ど
を
明
文
化

し
て
い
ま
す
。

議
会
で
は
、
こ
の
条
例
に
沿
っ

て
さ
ま
ざ
ま
な
議
会
改
革
を
進
め

て
い
ま
す
。

消
防
団 

と 

総
務
委
員
会（
11
月
14
日
）

消
防
団
に
つ
い
て

テ
ー
マ

昨年度の議員研修会では
住民との対話の重要性を学びました

消防団との意見交換
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【
施
設
修
繕
の
ご
要
望
】

団体

七
山
児
童
館
の
雨
漏
り
に
つ
い
て

一
刻
も
早
い
改
修
を
。

議員

可
能
で
あ
れ
ば
委
員
会
で
現
場
を

確
認
し
た
上
で
、
市
当
局
へ
働
き

か
け
た
い
。

後
日
、
委
員
会
で
現
地
を
調
査
し
、

速
や
か
に
修
繕
す
る
よ
う
担
当
課
に
伝

え
ま
し
た
。

【
敬
老
会
に
関
す
る
ご
意
見
】

団体

市
の
委
託
を
受
け
て
敬
老
会
を
運

営
し
て
い
る
が
、
い
ろ
い
ろ
と
苦

慮
し
て
い
る
。
本
来
、
市
が
主
催
、
運

営
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

議員

ご
苦
労
が
よ
く
わ
か
っ
た
。
今
後
、

考
え
直
し
た
方
が
い
い
と
こ
ろ
も

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

敬
老
会
の
よ
り
良
い
運
営
方
法
を
検

討
す
る
た
め
、
委
員
会
で
調
査
、
研
究

し
ま
す
。

【
認
定
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
効
果
】

団体
「
下
津
蔵
出
し
み
か
ん
シ
ス
テ
ム
」

の
日
本
農
業
遺
産
認
定
に
よ
り
、

国
が
何
万
人
も
の
人
に
Ｐ
Ｒ
で
き
る
機

会
を
つ
く
っ
て
く
れ
、
良
か
っ
た
。

議員

愛
媛
県
で
は
、
独
立
し
た
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
て
ミ
カ
ン
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。
お
金
が
か
か
る
が
、

効
果
は
大
き
い
と
思
う
。

団体

認
定
を
機
に
、
行
政
と
一
体
と
な

っ
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

議員

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
す
れ
ば
費
用
も
か

か
ら
ず
全
世
界
へ
Ｐ
Ｒ
で
き
る
と

思
う
が
、
ど
う
か
。

【
援
農
者
の
受
け
入
れ
】

団体

一
番
苦
労
し
て
い
る
の
が
ミ
カ
ン

の
収
穫
を
す
る
方
の
高
齢
化
で
あ

る
。
手
伝
い
に
来
て
く
れ
る
援
農
者
が

住
む
所
と
し
て
空
き
家
や
廃
校
を
活
用

し
て
い
る
例
も
あ
る
。

議員

廃
屋
や
廃
校
の
活
用
を
、
議
会
で

も
一
度
検
討
し
て
い
く
べ
き
で
あ

る
と
思
う
。

団体

援
農
者
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、

下
津
は
時
給
な
ど
条
件
が
い
い
、

と
の
情
報
が
共
有
さ
れ
て
援
農
者
が
増

え
た
、
と
農
家
か
ら
聞
い
た
が
、
人
数

が
増
え
て
も
住
む
所
が
な
い
の
が
一
番

大
き
な
問
題
で
、
ど
う
に
か
し
た
い
。

議員

委
員
会
か
ら
も
市
当
局
に
働
き
か

け
て
い
き
た
い
。

団体

組
合
だ
け
で
は
難
し
い
と
こ
ろ
も

あ
る
の
で
、
行
政
の
協
力
を
お
願

い
し
た
い
。

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

と 

教
育
厚
生
委
員
会（
11
月
19
日
）

Ｊ
Ａ
な
が
み
ね（
な
が
み
ね
農
業
協
同
組
合
） 

と 

建
設
経
済
委
員
会（
１
月
９
日
）

老
人
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て（
高
齢
者
福
祉
）

テ
ー
マ

日
本
農
業
遺
産
に
つ
い
て

テ
ー
マ

施設の現状を調査

団体

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
立

ち
上
げ
る
に

も
費
用
が
か
か
る
。

議員

立
ち
上
げ
に

お
金
は
必
要

か
も
し
れ
な
い
が
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

な
ど
も
あ
る
。
Ｐ

Ｒ
の
件
は
市
当
局

の
担
当
に
伝
え
る
。
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討
論

11月
定例会

令和元年海南市議会11月定例会は、11月28日から12月19日までの22日間の会
期で開かれました。
この議会には、市長から条例の制定・改正や補正予算など議案15件が提出され、
すべて原案どおり可決しました。

人事院勧告に準じ、議長、副議長
及び議員、並びに市長、副市長及び
教育長（病院事業管理者にも適用）
の期末手当の支給割合を引き上げま
す。また、若年層を対象に職員の給
料月額を引き上げるほか、勤勉手当
の支給割合を引き上げ、住居手当に
ついても改定します。

こんな質問がありました
問：給与改定に当たっては、市内の企業の賃金体系を加味しなけ

れば、同じ市内で働く者の間で差が生じるのではないか。

答：職員の給与と民間事業従事者の給与との均衡を保つため、そ
の比較に当たっては、単純な平均値ではなく、役職段階や年
齢等の要素を考慮することが適当である。本市の人口規模で
は人事委員会を設置して民間給与を調査することができない
ため、精緻な調査に基づく人事院勧告に準じることで民間給
与を的確に反映できるものと判断している。

　　なお、県と和歌山市の人事委員会勧告は、いずれも国の勧
告と同様に、民間給与との較差を埋めるため、月例給が0.1％、
勤勉手当は0.05カ月分の引き上げとなっている。

特別職期末手当 ・ 職員給与引き上げ
議案第 110～ 116 号

○議案第110、111、113号
人事院勧告は特別職や議員の報
酬等にまで適用するようなものでは

ない。	 （橋爪美惠子	議員）

○議案第112号
職員の給与改定は十分な引き上げ
とはいえないが、職員組合と協議済

みとのことなので賛成する。	（橋爪美惠子	議員）

○議案第110～116号
特別職報酬等審議会の審議を経ず
に特別職や議員の報酬等を増額す

ることに、増税に苦しむ市民の理解が得られるのか。
県の最低賃金は東京都より約18％も低い状況の
中、市民の所得に合わせて報酬や給与を定めるべ
きである。人件費を抑制して市民生活の向上やま
ちおこしに予算を使うべきで、報酬や給与をさらに
増額する必要性はない。	 （宮本憲治	議員）

○議案第110～112号
人口減少で近い将来の税
収の見通しも予断を許さない

中、徹底した行財政改革が必要ではないか。
まず公務員が身を切る改革をしなければ市
民の理解は得られない。また、人事院勧告
は民間給与との均衡を図るためのものだが、
その民間準拠とは、50人以上雇用する企
業の労働者に対する条件を指す。中小企
業との所得格差も一考されたい。
	 （上村五美	議員）

賛成だが、議員や特別職の
報酬等については賛否の議

論で終わらせることなく、議会の中できちん
と話し合って１つの根拠のある形を作ろう
ではないか。また、職員の給与については、
国の勧告に地方の事情を組み入れるよう
に少なくとも県レベルで調査し、基準点を
改革していく必要がある。
	 （栗本量生	議員）

賛成

賛成

反対 反対

反対

人事院勧告…民間企業と給与水準を合わ
せることを基本に、国家公務員の給与や
勤務条件が社会情勢に見合うよう、人事
院が国に対して行う勧告。
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購入予定金額

問：いつごろ、元おまめの土地を購入する
案となったのか。

答：ここ数年、家庭用品などの地場産業関
係者からバイヤー（商品買い付け担当
者）向けの宿泊施設の整備を求める声
が数多くあり、公募により民間事業者
を誘致することとした。平成 20年にも
同様の公募をしたが、リーマンショック
の影響で応募がなかった。

　　今回、国道 370号から進入できればよ
り土地を有効活用できると考え、調査
していたところ、元おまめの土地が売り
に出ていることを夏ごろに知り、交渉を
進めた。

問：宿泊施設を駅北駐車場の南側でなく北側に建設す
れば、土地を購入する必要がないのではないか。

答：北側を先にふさぐと、南側に建物を建てようとした
際に不都合が出てくるのではと考える。また、南
側に建設するほうが駅前の顔として景観的にも良
いとの結論に至ったところである。

問：事業者の誘致が決定する前の先行取得となるが。

答：仮に宿泊施設の誘致がかなわなくても、建設中の
防波堤が完成すれば災害リスクの軽減も図られ、
周辺の状況が一変することから、この場所にふさ
わしい民間主導の事業を、社会情勢に合わせて、
今後も誘致していけるのではないかと考える。

海南駅周辺を都市拠点としたにぎわいづくりのため、国道 370号からの進入路として旧お
まめ寿司部跡地を取得し、海南駅北駐車場の一部（南側）に宿泊施設の誘致を目指します。
また、市民会館用地と日方引揚者住宅用地については、市民交流施設など公共施設が集積し
ている場所において公共用地を確保し、有効に活用するため、国から格安に取得します。

海南駅前への宿泊施設の誘致に向けたプロポー
ザル（提案）方式による公募を行うに当たり、外
部有識者の意見を得ながら審査を行うための事業
者選定委員会を開催します。

■旧おまめ寿司部跡地
　（151.44㎡）：2,500 万円

■市民会館及び日方引揚者住宅用地
　（計 1397.75㎡）：2,600 万円…

※市民会館及び日方引揚者住宅用地は、市が借地
してきたため、相場よりも非常に安く購入でき
ます。

スケジュール
■ 12月27日	 第 1回委員会
■ 1月8日	 プロポーザル公示
■ 3月下旬	 提案事業者ヒアリング
	 第２回委員会・事業者決定

土地購入費合計
5,100万円

10万円

市街地にぎわい創出に向け用地取得

海南駅前への誘致事業者を選定

令和元年度補正予算

JR海南駅

新たに取得

誘致対象
土地

海南駅北駐車場
駅
西
側
広
場

県営
海南駅前団地

370
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議 案 の 審 議 結 果
議案番号 議　案　名 結　果

議案第１０８号 海南市海南駅北駐車場用地土地利用事業者選定委員会条例について 全会一致で可決

議案第１０９号 海南市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について 全会一致で可決

議案第１１０号 海南市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例について 賛成多数で可決

議案第１１１号 市長、副市長及び教育長の給料その他の給与条例の一部を改正する条例について 賛成多数で可決

議案第１１２号 海南市職員給与条例の一部を改正する条例について 賛成多数で可決

議案第１１３号 令和元年度海南市一般会計補正予算（第６号） 賛成多数で可決

議案第１１４号 令和元年度海南市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 賛成多数で可決

議案第１１５号 令和元年度海南市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 賛成多数で可決

議案第１１６号 令和元年度海南市介護保険特別会計補正予算（第３号） 賛成多数で可決

議案第１１７号 海南市民交流センター空調設備整備（機械設備）工事の請負変更契約締結について 全会一致で可決

議案第１１８号 財産の取得の変更について 全会一致で可決

議案第１１９号 財産の取得の変更について 全会一致で可決

議案第１２０号 財産の取得の変更について 全会一致で可決

議案第１２１号 財産の取得の変更について 全会一致で可決

議案第１２２号 海南市民交流施設及び海南市海南図書館の指定管理者の指定について 賛成多数で可決

議案第１０８号 	海南駅北駐車場用地の有効活用を図るため、海南市海南駅北駐車場用地土地利用事業者選定委員会を設置するもの。　
議案第１０９号 	議案第108号に係る委員会の委員報酬の額を定めるもの。　 議案第１１０～112号 	関連記事４ページ　 議案第１１３号 	関連記
事４・５ページ、総額4,337万円の増額補正。　 議案第１１４～１１６号 	関連記事４ページ、それぞれ27万円、422万円、479万円の減額補正。　
議案第１１７～１２１号 	消費増税に伴い、契約金額及び財産の取得金額を変更するもの。　 議案第１２２号 	海南市民交流施設等について、令和２年４
月１日から令和７年３月３１日までＴＲＣ海南に指定管理者として管理を行わせるもの。

会派・議員名

	議案番号

日本維新
の会 公明党 日本共産党

海南市議会議員団 市政クラブ 市民クラブ 自由クラブ
無
所
属 結
　
　
果

黒
原
　
章
至

上
村
　
五
美

中
家
　
悦
生

森
下
　
貴
史

岡
　
　
義
明

橋
爪
美
惠
子

瀨
藤
　
幸
生

和
歌
真
喜
子

磯
﨑
　
誠
治

栗
本
　
量
生

宮
本
　
憲
治

宮
本
　
勝
利

川
崎
　
一
樹

榊
原
　
徳
昭

米
原
　
耕
司

川
口
　
政
夫

片
山
　
光
生

東
方
　
貴
子

川
端
　
　
進

議案第１１０号 × × ○ ○ × × × × × ○ × ○

議
長

○ ○ ○

欠
席

○ ○ 可決

議案第１１１号 ○ × ○ ○ × × × × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第１１２号 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第１１３号 ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第１１４～１１６号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第１２２号 ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

■賛否の分かれた議案の表決結果

【○…賛成　×…反対】
※議長は賛否に加わることができません。ただし、賛否同数の場合は、議案の可決・否決を決めることができる「裁決権」が認められています。
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図書館の運営は指定管理者
制度になじまないと考えていた

が、委員会での審査を通じて、職員が市民交
流施設や図書館の在り方を考え、熱心に取
り組んできた姿勢に触れた。その結果提出さ
れた議案を応援したい。指定管理とはいえ市
が主導し、選定委員会の審査で選ばれた事
業者が運営するものであり、今後に心から期
待する。	 （東方貴子	議員）

○議案第122号
市民交流施設は、図書館のみなら
ず子育て支援機能などを持つ複合

施設で、最大の目的は中心市街地のにぎわいづく
りである。果たして今回指定管理者の指定を受け
る事業体が成功するのかは、実績がなくわからな
い。また、図書館については知的財産を継続的に
維持、保管、活用、発展させていくことが求められ、
全体を一業者に任せることは問題が大きい。教育
委員会で運営すべき。	 （橋爪美惠子	議員）

賛成討
論

反対

ホームページでは、市議会の日程、政務活動費の収支
報告など議会の情報を掲載しています。市議会の会議
録を閲覧いただけるほか、本会議等の生中継や録画映
像の配信も行っていますので、ぜひご利用ください。

よりよい紙面とするため、議会だよりに関する皆さ
ま方のご意見等お寄せください。

２月定例会は２月27日（木）に開
会する予定です。日程は変更するこ
とがありますので、傍聴をご希望の
場合は、お手数ですが議会事務局ま
で日時をお問い合わせください。ま
た、傍聴席入口には傍聴者目安箱を
設置していますので、議会に関する
ご意見やご感想をお寄せ下さい。

市議会ホームページ

市議会だよりへのご意見を
お聞かせください

議会を傍聴しませんか

ＴＥＬ／０７３－４８３－８７００　ＦＡＸ／０７３－４８３－８７０３
Ｅメール／gikaij@city.kainan.lg.jp
HP／http://www.city.kainan.lg.jp/shigikai/

海南市議会事務局
〒642-8501
海南市南赤坂１１番地 ホームページQRコード

委
員
会
が
所
管
事
務
を

自
主
的
に
取
り
上
げ
て
調

査
し
ま
し
た
。

■
教
育
厚
生
委
員
会

12
月
５
日
に
「
障
害
者

福
祉
」
に
つ
い
て
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
人
の
数
は
減

少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

障
害
者
福
祉
に
係
る
費
用

に
つ
い
て
は
今
後
も
増
加

が
見
込
ま
れ
る
状
況
で
あ

る
こ
と
、
ま
た
、
本
市
独

自
の
福
祉
施
策
と
し
て
は
、

作
業
所
等
へ
通
う
交
通
費

の
補
助
や
福
祉
タ
ク
シ
ー

事
業
な
ど
を
実
施
し
、
医

療
費
助
成
事
業
で
は
、
県

の
基
準
よ
り
対
象
者
を
拡

大
し
て
い
る
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
、
担
当
課
か
ら
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

【
主
な
質
疑
応
答
】

問

成
年
後
見
制
度
利
用

支
援
に
つ
い
て
の
状

況
は
。

答

平
成
30
年
度
は
３
件

の
利
用
が
あ
る
。な

お
、社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、権
利
擁
護
事
業
と
し

て
金
銭
管
理
を
行
っ
て
お

り
、数
人
の
利
用
者
が
い
る
。

問

障
害
児
入
所
支
援
の

申
請
の
た
め
県
に
出

向
く
の
は
大
変
だ
が
、
市

が
窓
口
に
な
れ
な
い
か
。

答

現
在
の
制
度
上
、
琴

の
浦
に
あ
る
県
の
子

ど
も
・
女
性
・
障
害
者
相

談
セ
ン
タ
ー
に
申
請
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、

申
請
や
相
談
に
つ
い
て
は
、

家
庭
訪
問
に
よ
る
実
施
も

行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。

所
管
事
務
調
査
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一 般 質 問

※◎の質問の概要を掲載しています。

6　橋爪　美惠子　（11ページ）
・厚生労働省の再編統合が必要とす
る病院名公表について

・災害時の避難に対する市民の理解
を深めるために

◎子育てを安心してできるまちづく
りのために

7　磯﨑　誠治　（12ページ）
◎海南医療センターについて

8　和歌　真喜子　（12ページ）
・教職員の過重労働について
◎海南駅前改良住宅１号棟の改修に
ついて

　
9　瀨藤　幸生　（13ページ）
・自死対策について
◎交通安全対策について
・家族農業の10年について

�　岡　義明　（13ページ）
◎災害に伴う医療保険・介護保険の
保険料（税）の減免及び徴収猶予
について

・駅東区画整理事業について

1　森下　貴史　（９ページ）
◎ふるさと納税について
・災害時のごみ処理について

2　東方　貴子　（９ページ）
・わかやまmineの広報について
・児童虐待防止について
◎子供の貧困対策について

3　上村　五美　（10ページ）
◎災害時の避難所における災害関連
死を減らすために
・人口減少社会においての、インタ
ーネットを活用した投票機会の確
保について

4　川端　進　（10ページ）
・放課後児童クラブについて
◎海南市子どもの貧困対策推進計画
について
・激甚災害への対応と避難所保険に
ついて

5　米原　耕司　（11ページ）
◎再犯防止推進法制定に基づく本市
の取り組みについて

一般質問とは、議員が市民の代表として、市の行政全般に対
し、現在の状況や将来の方針等を質問することで、政策の見直
しや提言等も行います。
11月定例会では、12月3日、4日の２日間にわたり、10人の
議員が一般質問を行いました。

こ・
こ・
が

聞
き
た
い
!!
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養育費への明石市施策 どう考える
●今後の施策展開の参考にしたい

答

児
童
扶
養
手
当
の
支

給
、
ひ
と
り
親
家
庭

等
の
医
療
費
助
成
を
は
じ

め
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
利
用
料
の
助

成
、
学
童
保
育
料
の
一
部

減
免
、
専
門
的
な
資
格
の

取
得
費
用
の
支
給
の
ほ
か
、

児
童
の
進
学
等
に
係
る
資

金
の
貸
し
付
け
な
ど
を
実

施
し
て
い
る
。

問

明
石
市
の
取
り
組
み

に
対
し
、
市
長
の
考

え
は
。

答

本
市
で
も
さ
ま
ざ
ま

な
ひ
と
り
親
家
庭
支

援
施
策
を
実
施
し
て
い
る

が
、
明
石
市
の
先
進
的
な

取
り
組
み
は
、
今
後
の
施

策
展
開
の
参
考
と
し
た
い

と
考
え
る
。

問

本
年
３
月
に
出
さ
れ

た
県
の
「
子
供
の
生

活
実
態
調
査
」
の
報
告
で

は
、
ひ
と
り
親
家
庭
、
特

に
母
子
家
庭
の
貧
困
率
が

高
い
と
い
う
結
果
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
平
成
28

年
度
の
全
国
ひ
と
り
親
世

帯
等
調
査
の
結
果
に
よ
る

と
、
24
・
３
％
の
父
親
し

か
養
育
費
を
払
っ
て
い
な

い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

先
般
は
、
明
石
市
が
養

育
費
不
払
い
の
親
の
氏
名

公
表
や
養
育
費
の
立
て
替

え
を
検
討
し
て
い
る
と
い

っ
た
記
事
が
紙
面
を
騒
が

せ
た
。

本
市
に
お
け
る
ひ
と
り

親
家
庭
の
世
帯
数
は
。

答

ひ
と
り
親
家
庭
の
支

援
に
係
る
世
帯
数
は
、

本
年
11
月
１
日
現
在
で
、

５
０
４
世
帯
で
あ
る
。

問

貧
困
の
世
代
間
連
鎖

を
断
ち
切
る
た
め
に

も
、
ひ
と
り
親
家
庭
に
対

し
ど
の
よ
う
な
支
援
が
な

さ
れ
て
い
る
か
。

東方  貴子 議員

ふ
る
さ
と
納
税
に

体
験
型
返
礼
品
を

●
寄
付
者
の
ニ
ー
ズ
な
ど
を
調
査
し
た
い

ら
サ
ー
ビ
ス
の
消
費
へ
と

返
礼
品
が
移
り
つ
つ
あ
る

中
で
、
有
効
な
返
礼
品
の

一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
た
だ
し
、
そ
の
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
者

が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
、
寄
付
者
の
ニ
ー
ズ

や
他
の
自
治
体
の
状
況
等

に
つ
い
て
調
査
し
た
い
。

問

ふ
る
さ
と
納
税
の
申

し
込
み
が
で
き
る
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
が
充
実
し

て
い
て
も
、
自
治
体
の
ア

ピ
ー
ル
が
弱
け
れ
ば
寄
付

が
集
ま
り
に
く
く
な
る
。

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充

実
も
大
変
重
要
だ
と
思
う

が
、
使
い
方
や
返
礼
品
の

種
類
な
ど
を
、
も
っ
と
見

や
す
く
で
き
な
い
か
。

答

費
用
を
か
け
て
大
幅

な
変
更
を
す
る
こ
と

は
難
し
い
状
況
だ
が
、
少

し
で
も
見
や
す
い
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
づ
く
り
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
。

問

返
礼
品
の
内
容
に
つ

い
て
、
お
墓
の
掃
除
、

空
き
家
の
見
回
り
、
ま
た
、

釣
り
や
農
業
体
験
、
イ
ベ

ン
ト
参
加
費
、
食
事
券
の

セ
ッ
ト
な
ど
の
体
験
型
の

返
礼
品
を
提
供
し
て
い
る

自
治
体
も
増
え
て
き
て
い

る
。
本
市
で
の
返
礼
品
の

工
夫
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

答

現
在
、
本
市
が
取
り

扱
っ
て
い
る
返
礼
品

は
市
の
特
産
品
が
中
心
で

あ
る
。
本
年
度
か
ら
、
近

隣
市
町
村
の
同
意
の
下
で

共
通
返
礼
品
と
し
て
本
市

以
外
の
特
産
品
の
取
り
扱

い
も
始
め
た
が
、
品
物
が

中
心
と
な
っ
て
い
る
。

掃
除
の
代
行
や
体
験
の

提
供
と
い
っ
た
返
礼
品
に

つ
い
て
は
、
物
の
消
費
か

森下  貴史 議員
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子
ど
も
の
貧
困
率
は

●
本
市
は
8.2
％
、
県
で
は
11
・
６
％

問

他
の
計
画
と
の
併
合

で
は
な
く
独
自
の
調

査
に
基
づ
く
海
南
市
版
子

ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
計

画
を
作
る
考
え
は
な
い
か
。

答

県
の
調
査
結
果
と
本

市
の
デ
ー
タ
と
は
大

差
が
な
い
の
で
、
基
本
的

に
は
県
の
策
定
計
画
に
沿

っ
て
取
り
組
み
た
い
。

問

改
正
子
ど
も
の
貧
困

対
策
法
が
今
年
制
定

さ
れ
、
貧
困
改
善
に
向
け

た
計
画
作
り
が
市
区
町
村

の
努
力
義
務
と
な
っ
た
。

２
０
１
５
年
の
全
国
調
査

で
は
、
子
ど
も
の
13
・
９

％
、
約
７
人
に
１
人
が
貧

困
状
態
に
あ
り
、
ひ
と
り

親
世
帯
の
貧
困
率
は
50
・

８
％
に
上
っ
て
い
る
。

本
市
に
お
け
る
子
ど
も

の
貧
困
率
及
び
ひ
と
り
親

世
帯
の
貧
困
率
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

答

平
成
30
年
７
月
の
県

の
生
活
実
態
調
査
に

基
づ
く
デ
ー
タ
に
よ
り
算

出
す
る
と
、
本
市
の
子
ど

も
の
貧
困
率
は
8.2
％
、
ひ

と
り
親
世
帯
の
貧
困
率
は

34
・
７
％
で
あ
る
。

問

そ
の
結
果
を
、
県
全

体
と
の
比
較
で
は
ど

の
よ
う
に
解
す
る
の
か
。

答

県
全
体
の
子
ど
も
の

貧
困
率
は
11
・
６
％
、

ひ
と
り
親
世
帯
の
貧
困
率

は
37
・
５
％
と
な
る
こ
と

か
ら
、
本
市
の
値
は
県
全

体
よ
り
も
若
干
低
い
。

問

貧
困
改
善
に
向
け
た

計
画
作
り
を
検
討
す

べ
き
で
な
い
か
。

答

今
般
の
県
の
調
査
結

果
を
踏
ま
え
、「
第
２

期
海
南
市
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
」
の
中

で
必
要
な
施
策
を
展
開
し

た
い
。

川端  　進 議員

避難所での災害関連死減らす対策は
●避難所運営マニュアルにより対応

祉
避
難
所
の
設
置
等
に
関

す
る
協
定
を
締
結
し
て
、

受
け
入
れ
施
設
の
確
保
に

努
め
て
い
る
。

問

避
難
所
で
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
保
護
は
。

答

ダ
ン
ボ
ー
ル
製
の
間

仕
切
り
等
の
調
達
に

つ
い
て
地
元
企
業
と
協
定

を
締
結
し
て
い
る
。

問

避
難
所
内
の
感
染
症

対
策
や
ル
ー
ル
等
は
。

答

避
難
所
生
活
の
ル
ー

ル
等
を
示
し
た
海
南

市
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
よ
っ
て
対
応
す
る
。

問

仮
設
住
宅
の
建
設
用

地
に
つ
い
て
は
。

答

約
２
万
２
千
平
方
メ

ー
ト
ル
の
公
共
用
地

を
候
補
と
し
て
い
る
。

問

災
害
の
激
甚
化
や
高

齢
化
を
視
野
に
入
れ
、

災
害
時
の
避
難
所
生
活
で

の
ス
ト
レ
ス
や
疲
労
な
ど

で
亡
く
な
る
災
害
関
連
死

を
減
ら
す
避
難
所
に
お
け

る
対
策
等
に
つ
い
て
問
う
。

高
齢
者
な
ど
避
難
所
へ

の
移
動
が
困
難
な
方
の
避

難
は
ど
う
す
る
の
か
。

答

円
滑
で
安
全
な
避
難

を
確
保
す
る
た
め
、

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿

を
作
成
す
る
と
と
も
に
、

早
期
の
避
難
を
呼
び
か
け

る
な
ど
し
て
い
る
。

問

福
祉
施
設
や
病
院
か

ら
の
避
難
は
ど
う
か
。

答

浸
水
想
定
区
域
や
土

砂
災
害
警
戒
区
域
に

あ
る
施
設
等
に
つ
い
て
は
、

避
難
確
保
計
画
な
ど
に
よ

っ
て
逃
げ
遅
れ
の
な
い
よ
う

対
策
を
お
願
い
し
て
い
る
。

問

避
難
所
生
活
が
困
難

な
高
齢
者
等
の
受
け

入
れ
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
12
施
設
と
福

上村  五美 議員
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議
　
　
案

補
正
予
算

審
議
結
果

所
管
事
務
調
査

一
般
質
問

視
察
報
告

意
見
交
換
会

問

保
育
所
・
こ
ど
も
園

の
待
機
児
童
数
は
。

答

本
年
度
当
初
で
は
23

人
（
０
歳
児
１
人
、

１
歳
児
15
人
、
２
歳
児
７

人
）、
10
月
１
日
現
在
で

は
35
人
（
０
歳
児
15
人
、

１
歳
児
15
人
、
２
歳
児
５

人
）
と
な
っ
て
い
る
。

問

今
年
度
の
待
機
児
童

が
特
に
多
い
の
は
な

ぜ
か
。
来
年
度
は
ど
う
か
。

答

家
庭
の
核
家
族
化
や

女
性
の
社
会
進
出
等

を
背
景
に
、
低
年
齢
児
の

保
育
ニ
ー
ズ
が
増
加
す
る

中
、
十
分
な
保
育
士
の
確

保
に
至
ら
ず
、
待
機
児
童

増
加
の
要
因
と
な
っ
て
い

る
。
な
お
、
令
和
３
年
度

よ
り
、
五
月
山
こ
ど
も
園

の
施
設
を
整
備
し
受
け
入

れ
定
員
枠
を
１
０
０
人
増

や
す
予
定
で
あ
る
。

来
年
度
は
、
正
規
職
員

の
保
育
士
を
３
名
採
用
し
、

一
般
職
非
常
勤
職
員
の
処

遇
改
善
等
を
行
う
な
ど
、

必
要
な
保
育
士
の
確
保
に

努
め
る
が
、
低
年
齢
児
に

つ
い
て
は
本
年
度
と
ほ
ぼ

同
規
模
の
見
通
し
で
あ
る
。

問
「
世
田
谷
区
保
育
の

質
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
参
考
に
、本
市
で
は
、全

て
の
子
育
て
に
関
わ
り
の

あ
る
人
の
よ
り
ど
こ
ろ
に

な
る
、児
童・生
徒
も
含
め

た
子
育
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
作
成
し
て
は
ど
う
か
。

答

本
市
で
は
国
の
指
針

や
学
習
指
導
要
領
等

に
基
づ
き
日
々
の
保
育
・

教
育
を
進
め
て
い
る
。
今

後
も
保
育
・
教
育
の
充
実

に
努
め
る
と
と
も
に
、
世

田
谷
区
が
作
成
し
て
い
る

よ
う
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

必
要
性
も
含
め
、
関
係
課

で
研
究
し
て
い
き
た
い
。

今年度の保育所待機児童数は
●４月は２３人、１０月には３５人

再
犯
防
止
の
計
画
策
定
へ
の

見
解
は

●
実
効
性
あ
る
計
画
策
定
目
指
す

問

近
年
、
サ
イ
バ
ー
犯

罪
や
振
り
込
め
詐
欺

な
ど
の
検
挙
数
が
高
い
水

準
で
推
移
し
て
い
る
。
犯

罪
対
策
閣
僚
会
議
で
「
オ

レ
オ
レ
詐
欺
等
対
策
プ
ラ

ン
」
が
策
定
さ
れ
た
が
、

当
局
の
対
応
を
問
う
。

答

被
害
防
止
の
た
め
、

幅
広
い
協
力
に
よ
り

被
害
に
遭
い
や
す
い
高
齢

者
や
そ
の
家
族
へ
の
働
き

か
け
を
強
化
す
る
必
要
が

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、

市
内
の
居
宅
介
護
支
援
事

業
所
や
介
護
施
設
に
情
報

提
供
を
行
う
な
ど
し
て
い

る
。
今
後
も
幅
広
い
協
力

を
得
な
が
ら
広
報
啓
発
活

動
を
展
開
し
た
い
。

問

法
務
省
に
よ
る
と
、

２
０
１
５
年
に
摘
発

さ
れ
た
人
の
う
ち
、
再
犯

者
の
比
率
は
48
・
７
％
に

達
し
て
い
る
。
再
犯
防
止

の
サ
ポ
ー
ト
は
行
政
と
し

て
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

本
市
の
協
力
体
制
や
支
援

策
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答

特
別
な
施
策
は
実
施

し
て
い
な
い
が
、
保

護
司
と
連
携
し
、
円
滑
な

社
会
復
帰
に
向
け
支
援
す

る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

問

再
犯
防
止
推
進
法
が

施
行
さ
れ
、
再
犯
防

止
等
に
関
す
る
施
策
推
進

計
画
の
策
定
に
つ
い
て
市

町
村
に
も
努
力
義
務
が
課

せ
ら
れ
た
。当
局
の
見
解
は
。

答

再
犯
防
止
推
進
計
画

の
策
定
は
重
要
だ
と

認
識
し
て
い
る
。
策
定
に

当
た
っ
て
は
、
庁
内
体
制

の
整
備
や
計
画
策
定
委
員

会
の
設
置
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
実
施
等
の
研
究
が

必
要
で
あ
り
、
先
進
事
例

を
参
考
に
実
効
性
の
あ
る

計
画
策
定
を
目
指
し
た
い
。

橋爪  美惠子 議員

米原  耕司 議員
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議
　
　
案

補
正
予
算

審
議
結
果

所
管
事
務
調
査

一
般
質
問

視
察
報
告

意
見
交
換
会

問

海
南
駅
前
改
良
住
宅

１
号
棟
の
改
修
に
係

り
、
１
階
店
舗
の
一
時
退

去
開
始
予
定
日
は
い
つ
に

な
る
の
か
。
ま
た
、
工
事

着
手
は
店
舗
の
退
去
と
同

時
進
行
な
の
か
。

答

各
店
舗
に
は
、
補
償

の
内
容
に
納
得
さ
れ
、

準
備
が
整
っ
た
と
こ
ろ
か

ら
順
次
退
去
い
た
だ
く
こ

と
と
な
る
。
ま
た
、
工
事

は
令
和
２
年
度
、
３
年
度

の
２
カ
年
を
予
定
し
、
店

舗
の
退
去
が
完
了
し
た
後
、

工
事
に
着
手
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
。

問

退
去
を
要
す
る
店
舗

数
は
。
ま
た
、
営
業

補
償
は
。

答

１
階
西
側
の
５
店
舗

で
あ
り
、
東
西
の
外

壁
に
ア
ウ
ト
フ
レ
ー
ム
を

設
置
す
る
た
め
に
店
舗
を

一
旦
撤
去
す
る
こ
と
に
つ

い
て
の
補
償
を
行
う
。

補
償
費
の
算
定
に
係
る

店
舗
の
調
査
は
完
了
し
、

今
後
は
そ
れ
ら
の
資
料
を

基
に
店
舗
入
居
者
と
の
交

渉
を
進
め
る
。
入
居
者
そ

れ
ぞ
れ
補
償
内
容
が
違
う

の
で
、
丁
寧
に
説
明
を
行

い
、
退
去
に
向
け
て
の
話

し
合
い
が
円
滑
に
進
む
よ

う
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問

２
号
棟
の
工
事
の
際

に
寄
せ
ら
れ
た
苦
情

や
要
望
を
受
け
、
今
回
の

工
事
で
は
ど
ん
な
対
策
を

す
る
の
か
。

答

バ
ル
コ
ニ
ー
の
防
水

は
、
塗
り
防
水
か
ら

室
外
機
の
移
動
の
必
要
の

な
い
シ
ー
ト
防
水
に
変
更

す
る
ほ
か
、
防
音
シ
ー
ト

で
建
物
を
覆
う
と
暗
く
な

る
た
め
、
中
廊
下
に
仮
設

照
明
を
設
置
す
る
な
ど
の

対
策
を
行
う
。

改
良
住
宅
入
居
者
へ
の

営
業
補
償
は

●
入
居
者
に
よ
り
違
う
の
で
丁
寧
に
説
明

問

海
南
医
療
セ
ン
タ
ー

の
経
営
理
念
を
問
う
。

答

安
全
で
安
心
で
き
る

医
療
の
市
民
へ
の
安

定
的
な
提
供
で
あ
る
。

問

厚
生
労
働
省
が
発
表

し
た
病
院
再
編
計
画

へ
の
対
応
は
。

答

県
の
地
域
医
療
構
想

調
整
会
議
で
、急
性

期
医
療
を
中
心
に
、県
立
医

科
大
学
付
属
病
院
と
相
互

補
完
す
る
役
割
を
担
う
、と

い
う
医
療
セ
ン
タ
ー
の
方

針
を
伝
え
る
予
定
で
あ
る
。

問

大
災
害
発
生
時
、
病

院
の
初
期
対
応
は
。

答

初
動
時
は
、
患
者
等

の
安
全
確
認
、
設
備

等
の
確
認
、
外
部
と
の
連

絡
調
整
を
中
心
に
対
応
す

る
。
医
療
体
制
は
基
本
的

に
は
通
常
時
と
同
様
、
医

療
圏
を
中
心
と
し
た
広
域

的
な
対
応
と
な
る
。

問

周
辺
に
多
く
の
医
療

機
関
が
あ
り
今
後
ま

す
ま
す
厳
し
い
経
営
状
況

が
続
く
と
思
う
。民
間
活

力
を
導
入
し
た
経
営
方
法

も
視
野
に
入
れ
る
べ
き
で
は
。

答

厳
し
い
経
営
環
境
が

続
く
と
見
込
ま
れ
る

中
、
病
院
の
将
来
見
通
し

に
加
え
、
各
方
面
の
意
見

も
伺
う
こ
と
は
必
要
と
な

る
の
で
は
と
考
え
る
。

問

外
部
の
医
療
機
関
経

営
の
専
門
家
等
を
交

え
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
作
り
、
運
営
方
針
を

決
め
る
な
ど
、
運
営
の
仕

方
を
見
直
す
べ
き
で
は
。

答

今
後
と
も
、
市
は
設

置
者
と
し
て
周
辺
病

院
の
状
況
や
県
の
方
針
等

も
踏
ま
え
て
医
療
セ
ン
タ

ー
の
役
割
や
在
り
方
を
議

論
し
、
医
療
セ
ン
タ
ー
と

の
相
互
協
力
に
努
め
た
い
。

厚労省の病院再編計画への対応は
●県の会議で医療センター方針示す

和歌  真喜子 議員

磯﨑  誠治 議員
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議
　
　
案

補
正
予
算

審
議
結
果

所
管
事
務
調
査

一
般
質
問

視
察
報
告

意
見
交
換
会

問

平
成
30
年
度
は
、
本

市
が
台
風
21
号
の
直

撃
を
受
け
た
年
で
あ
っ
た
。

台
風
等
で
家
屋
等
に
大

き
な
被
害
を
受
け
た
場
合

な
ど
に
お
い
て
、
税
の
軽

減
措
置
等
が
制
度
ご
と
に

決
め
ら
れ
て
い
る
。
昨
年

度
の
国
民
健
康
保
険
税
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

及
び
介
護
保
険
料
に
つ
い

て
、
災
害
に
伴
う
減
免
や

徴
収
猶
予
等
の
実
績
は
。

答

国
民
健
康
保
険
税
の

減
免
は
２
世
帯
、
徴

収
猶
予
は
１
世
帯
あ
り
、

医
療
費
一
部
負
担
金
の
減

免
等
の
実
績
は
な
か
っ
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
の
減
免
は
３
世
帯
あ
り
、

徴
収
猶
予
は
な
か
っ
た
。

ま
た
、
一
部
負
担
金
の
減

免
等
の
実
績
は
な
か
っ
た
。

介
護
保
険
料
の
減
免
に

つ
い
て
は
床
上
浸
水
に
よ

る
半
額
免
除
が
３
件
あ
り
、

徴
収
猶
予
は
な
か
っ
た
。

問

農
業
用
施
設
の
被
害

に
係
る
減
免
等
は
そ

の
件
数
に
入
っ
て
い
る
か
。

答

農
業
被
害
に
係
る
申

請
が
な
か
っ
た
の
で

入
っ
て
い
な
い
。

問

介
護
保
険
法
で
は
、

災
害
等
の
特
別
な
事

情
が
あ
る
と
認
め
た
場
合

は
、
自
治
体
の
定
め
に
よ

り
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

の
減
免
が
で
き
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
本
市
は
定

め
な
い
の
か
。

答

現
在
、
県
内
９
市
で

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用

料
一
部
負
担
金
の
減
免
の

要
綱
や
規
則
を
定
め
て
い

な
い
の
は
、
和
歌
山
市
や

本
市
な
ど
５
市
と
な
っ
て

い
る
。他
市
の
状
況
を
調

査
研
究
し
た
い
。

災害に伴う保険料等の減免状況は
●農業被害による申請はなかった

問

阪
井
の
通
称
熊
さ
ん

信
号
の
撤
去
が
巽
地

区
で
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
地
域
か
ら
信
号

機
存
続
の
要
望
書
が
出
さ

れ
た
そ
う
だ
が
、
そ
の
内

容
と
市
の
対
応
は
。

答

平
成
31
年
３
月
22
日

付
で
、
巽
地
区
連
合

自
治
会
長
、
巽
小
中
学
校

長
及
び
育
友
会
長
の
連
名

で
、
信
号
機
存
続
を
求
め

る
市
長
宛
て
の
要
望
書
が

提
出
さ
れ
た
。

市
は
、
同
月
付
で
信
号

機
の
存
続
を
求
め
る
要
望

書
を
海
南
警
察
署
長
宛
て

に
提
出
し
た
。
県
警
察
本

部
と
海
南
工
事
事
務
所
に

よ
る
説
明
会
に
は
市
長
と

関
係
職
員
が
出
席
し
、
地

域
住
民
の
意
見
を
聞
い
た
。

問

児
童
・
生
徒
の
通
学

の
安
全
に
つ
い
て
教

育
委
員
会
の
考
え
は
。

答

可
能
な
限
り
安
全
な

通
学
路
を
設
定
し
、

安
全
性
が
恒
常
的
に
確
保

さ
れ
る
よ
う
対
策
を
講
じ

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

問

新
た
な
道
へ
の
迂
回

で
生
徒
た
ち
の
横
断

の
心
配
は
な
く
な
る
と
の

こ
と
だ
が
、
高
齢
者
等
の

安
全
も
心
配
で
あ
る
。
信

号
機
撤
去
問
題
の
解
決
へ

の
考
え
は
。
ま
た
、
再
度

の
説
明
会
の
予
定
は
。

答

当
該
交
差
点
は
高
齢

者
等
の
横
断
も
あ
り
、

安
全
確
保
を
図
ら
ね
ば
な

ら
な
い
。説
明
会
の
予
定

は
聞
い
て
い
な
い
が
、交
差

点
改
良
案
を
提
示
し
、県

や
県
警
と
協
議
し
て
い
る
。

な
お
、
先
日
死
亡
事
故

が
あ
っ
た
阪
井
バ
イ
パ
ス

上
大
西
地
区
交
差
点
へ
の

信
号
機
設
置
は
、
県
警
の

確
約
を
得
て
い
る
。

信
号
機
撤
去
問
題
の
解
決
は

●
県
や
県
警
と
協
議
中

押しボタンにはカバーが

岡　  義明 議員

瀨藤  幸生 議員
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●日　程　　10月16日～18日
●視察先　　北海道函館市（共通投票所）
　　　　　　青森県弘前市（市民参加型まちづくり１％システム）
　　　　　　青森県平川市（共通投票所）

投票率が低下する中、公職選挙法改正で可能となった共通投
票所の制度を、投票率向上の切り札として全国に先駆けて実施
した函館市、平川市を視察しました。
両市とも、集客力のある商業施設内に設置した期日前投票所を、投票日当日も投票区に関わらず投票でき

る共通投票所としており、利便性の高さから特に若年層の投票率が他の投票所よりも高い傾向にありました。
18歳からの投票も始まっていることから、共通投票所の設置についての議論とともに、期日前投票所の設置
場所を商業施設等に設置していくことなどについても提言等を行っていきたいと考えます。

総務委員会

●日　程　　１０月２３日～２４日
●視察先　　静岡県御殿場市（議会改革の取り組み）
　　　　　　神奈川県藤沢市（議会改革の取り組み）

御殿場市議会では、議員活動を行う際に順守すべき行動基
準として、昨年６月に議員政治倫理条例を制定しています。条
例では、議員が政治倫理基準（地位を利用した嫌がらせや強制、
圧力をかける行為の禁止など）に違反する疑いがある場合、議

員からだけではなく、住民からも審査の請求ができるとされています。また、審査の結果については、ホー
ムページや広報紙等で公表することが規定されており、本市議会においても大いに参考にすべきだと考えま
す。

議会改革特別委員会

●日　程　　１１月５日～６日
●視察先　　兵庫県丹波市（議会広報）
　　　　　　兵庫県小野市（議会広報）

丹波市議会では、読者の声を聴くモニター会議を開催し、そ
のご意見を紙面に掲載するなどして、親しみやすく読者目線を
意識した議会だよりを作っています。また、流し読みするだけ
で大まかな内容が把握できるように、見出しや写真も工夫して
います。その他にも、子ども向けの広報紙やSNS、ラジオ番組など、幅広い手段で情報発信をしています。
より開かれた議会とするために、少しずつ本市議会広報の在り方を改善したいと思います。

議会広報委員会

先進地視察報告 他市の先進事例を学び、今後の市政に生かすため、
各委員会が行政視察を行いました。
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●視察先　　東京都武蔵野市（武蔵野プレイス）
　　　　　　神奈川県伊勢原市（特色ある教育モデル推進事業）
　　　　　　静岡県三島市（スマートウエルネスみしま推進事業）

三島市では、「健幸都市」を掲げ、スマートウエルネスみし
まアクションプランを策定し、健康に関するさまざまな取り組
みを行っています。「健幸都市」の目指すところは、あらゆる
分野に健康の視点を取り入れて、都市そのものを健康にして、市民が自然に健康で豊かになれる新しい都市
モデルを構築することであり、高齢化、それに伴う医療費及び介護費の増大が叫ばれる中、三島市の先進的
な取り組みは、非常に有効であり、参考にすべきと考えます。

教育厚生委員会

議会改革特別委員会
議会改革特別委員会では、「議会基本条例の推進について」

をテーマに調査・研究を進めています。
10月、11月に開催した委員会では、議員政治倫理条例の条
文（素案）の「目的」、「議員の責務」、「政治倫理基準」につい
て協議しました。

●日　程　　11月13日～15日
●視察先　　埼玉県三芳町
　　　　　　（日本農業遺産 落ち葉堆肥農法による地域振興）
　　　　　　東京都武蔵村山市（魅力づくり推進事業）
　　　　　　静岡県浜松市（浄水場施設の延命化）

三芳町では、「武蔵野の落ち葉堆肥農法」が日本農業遺産に
認定されており、メディアへの取り上げ、ロゴマークシールの

配布、多様な世代を対象とした体験型イベントの開催など、地元特産物のPRや後継者育成において精力的な
取り組みがなされています。
本市においては「下津蔵出しみかんシステム」が日本農業遺産に認定され、ブランド力の向上やPR等が進

められてきていますが、三芳町の取り組みも参考にして、委員会として提言等を行いたいと考えます。

建設経済委員会

堆肥となる大量の落ち葉を集める竹籠

特 別 委 員 会 レ ポ ー ト
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会 内海公民館でのラジオ体操に
おじゃましました。やっぱり青空の
下が気持ちいいですね。

中学校駅伝選手が表敬訪問
12月13日、川崎議長と宮本副議長が
海南中学校男子駅伝部９名、海南第三中
学校女子駅伝部８名の表敬訪問を受け、
選手の皆さんを激励しました。
選手の皆さんは、和歌山県代表として
全国中学校駅伝大会に出場されました。

高校駅伝選手が表敬訪問
12月、川崎議長と宮本副議長が全国高
等学校駅伝競走大会に出場する県立和歌
山北高等学校女子３名と、智辯和歌山高
等学校男子４名の表敬訪問を受け、選手
の皆さんを激励しました。

市議会だより かいなんが、
第32回近畿市町村広報紙
コンクールで奨励賞を受賞
しました。今後も分かりやす
く親しみやすい紙面づくり
に努めてまいります。

議会だよりが入賞！

議会広報委員会委員


